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奈良県立図書情報館 

 

１ 運営目的 

文章、写真、イラスト、音楽、映像などの作品を配信するメディアプラットフ

ォーム noteを奈良県立図書情報館の情報の発信ツールとして活用するとともに、

情報利用者との交流を促進することを目的とする。 

 

２ 発信内容 

奈良県立図書情報館の資料等を使った note内での展示及び関連講座等の発信。 

 

３ 運用管理責任者 

奈良県立図書情報館副館長 

 

４ 運用者 

奈良県立図書情報館職員 

 

５ 利用方法 

（１）利用者は閲覧、投稿などを利用することができる。 

（２）利用者の投稿などに対し、運用者がすべての投稿を閲覧し、投稿に対し

て回答を保証するものではない。 

（３）県は原則として利用者に対し「スキ」ボタンを押すことはありません。 

（４）県政についてのご質問、ご意見は県公式ホームページの専用フォームを

ご利用いただくか、もしくは担当課にお問い合わせください。 

 

６ 禁止事項  以下に定める禁止事項に反する投稿を禁止する。投稿された内容が以下の事
項に該当する場合、投稿を削除することがある。また当該内容の投稿者につい

て、以後の投稿を禁止する場合がある。  ア 法律・法令に違反する内容、または違反するおそれがあるもの  イ 第三者を誹謗中傷するもの、プライバシー、人権等を侵害するもの 



 ウ 政治または宗教の活動を目的とするもの  エ 奈良県または第三者が保有する著作権、商標権、肖像権、その他の知的        所有権を侵害するもの  オ 広告、宣伝、勧誘、営業活動その他営利を目的とするもの  カ 差別的表現を含むもの  キ 公序良俗に反するもの  ク 虚偽や事実誤認の内容を含むものおよび単なる風評を助長させるもの  ケ 本人の承諾なく個人情報を特定、開示、漏洩するもの  コ 他のユーザー、第三者などになりすます行為  サ 有害なコンピュータープログラムなどを投稿または送信する行為  シ わいせつな表現などを含む不適切なもの  ス 当アカウントの掲載情報と無関係のもの  セ その他、当館が不適切と判断したもの  ソ ア〜セの内容を含むホームページへのリンク 

 

７ 知的財産権  当アカウントに掲載する個々の情報（テキスト、画像等）に関する知的財産
権は、奈良県立図書情報館に帰属する。また、内容について「私的使用のため

の複製」、「引用」等、著作権法上認められた場合を除き、無断で転載すること

はできない。 

 

８ 免責事項 

（１）奈良県立図書情報館は、当館が運営する note ページ（以下「本ページ」

という）における情報の正確性、完全性、有用性等を保証する義務を負

わない。 

（２）奈良県立図書情報館は、利用者が本ページの掲載情報を利用または信用

したことにより、利用者または第三者が被った被害について、いかなる

場合も一切の責任を負わない。 

（３）奈良県立図書情報館は、利用者により投稿されたコンテンツ（コメント・

写真・動画等）について一切責任を負わない。 

（４）奈良県立図書情報館は、利用者が本ページを利用したこと、または利用

できなかったことにより被ったいかなる損害について一切責任を負わな



い。 

（５）投稿にかかる著作権等は、当該投稿を行ったユーザー本人に帰属するが、

投稿されたことをもって、利用者は奈良県立図書情報館に対し、投稿コ

ンテンツを、全世界において無償で非独占的に使用（加工、抜粋、複製、

公開、翻訳などを含む）する権利を許諾したものとし、かつ、奈良県立

図書情報館に対して著作権等を行使しないことに同意したものとする。 

（６）公式アカウント以外の同名称を掲げたアカウントがある場合、奈良県立

図書情報館は一切責任を負わない。 

（７）奈良県立図書情報館は、利用者間もしくは利用者と第三者間のトラブル

により、利用者または第三者に生じたいかなる損害について、一切の責

任を負わない。 

（８）上記のほか、奈良県立図書情報館は本ページに関連する事項に生じたい

かなる損害について、一切の責任を負わない。 

（９）本ページは、note 株式会社のシステムによって運用されているので、奈

良県立図書情報館は note株式会社のシステム運用状況に関して回答は一

切行わない。また、noteサイト、note株式会社ならびに第三者から提供

されているソフトウェアやアプリケーションの機能、ご利用方法、技術

的なご質問などに関しても、回答は一切行わない。 

 

９  利用方針の変更等 

奈良県立図書情報館は、予告なく利用方針の変更、運営の終了、もしくは削除

を行う場合がある。 

 


